
三多摩学童保育連絡協議会

　

日時：2007年10月21日（日）14：30～17：00

場所：小金井市前原暫定集会施設Ｂ会議室
（地図は下。小金井市民会館のある商工会館の隣）

内容：①事務局、各地域からの報告

②第42回全国学童保育研究集会について
①

③今後の三多摩フォーラムについて

④「日本の学童ほいく」誌について
②

⑤その他

※終了後、全国研分科会関係部会代表者会議を開催します！
③

立川

南口

市役所

消防署

「日本の学童ほいく」誌、過去10年間の最高を凌駕！

　「日本の学童ほいく」誌の購読数は、1998年1月号の560部が過去10年間の最高記録で、
それを9年間以上も超えることができないままでした。全国研の取り組みの中、「日本の
学童ほいく」誌購読者も増え、ようやくこの11月号で561部となり、1998年1月号を凌駕で
きました。なお、15年前の全国研の時には700部を超えた瞬間がありました。引き続きの
取り組みをよろしくお願いいたします！

商工会館

コンビニ

第42回全国学童保育研究集会、いよいよラストスパート！

運営委員会ニュース
2007年度№4

第４回運営委員会を以下開催いたします！

　第42回全国学童保育研究集会もいよいよラストスパートです。構成団体の皆様の奮闘
で、準備が着々と進んでいます。
　参加組織では、小平市がすでに110名の参加者を確保しています。武蔵野市と調布市で
は、参加費を連協で全額負担することを決め、参加者を1人でも増やそうと頑張っていま
す。三多摩連協が目標として掲げた「多摩地域からの1500名の参加」にどれだけ迫ること
ができるか？あるいはどれだけ凌駕することができるか？楽しみです。
　実行委員会では、10月27日の最後の全体の会議に「開催マニュアル」を配布できるよ
う、事務局会議を毎週開催しています。また連日のように、どこかの部会が開催されてい
ます。まだ人員が不足している部会もありますので、より一層のご協力をよろしくお願い
いたします。
　手づくりのおみやげは、構成団体からのお申し出の総数は2400個となっています。日野
市はすでに700個を作成済みです。東村山市からも、シールも張り終えたおみやげが250個
事務局に届けられました。子ども達と楽しみながら、ぜひ全国研に思いを寄せていただ
き、参加組織に繋げてほしいと思います。

　以下お願いです。

参加申し込みは、連協単位でも父母会単位でも構いませんので、一括申し込みシート
をご利用いただき、メールでお願いいたします。参加費も、メール送信より何日か遅
れても構いませんので、一括でお願いいたします。

前原暫定集会施設
小金井市前原町3-33-27
℡042-387-9810

参加者と当日参加スタッフの第1次集約を13日の拡大事務局会議で行います。それま
でに参加者の確定人数（申込は未了でも構いません）と、当日参加スタッフの氏名を
ご報告ください。

手づくりおみやげにはシールを貼ります。また、シールを貼り終わったおみやげは、
最終的には、11月9日（金）17：30～、豊島区清掃事務所（池袋北口より徒歩15分）
で行われる袋詰めに持ち込みます。そこに時間までにご持参いただくのが一番ありが
たいですが、無理な場合は、古谷の自宅（〒202-0014　西東京市富士町2-1-22）ま
で、着払いで送ってください。

④ 11月9日（金）に行われる袋詰め作業と、11月10日（土）17：00～、明星大学食堂で
行われる保育室設営のスタッフが不足しています。どちらも人数が多ければ多いほど
早く終了することができます。9日お仕事の帰りに袋詰め会場に立ち寄れる方、10日
国技館は無理でも明星大学なら行ける方、ご参加をよろしくお願いいたします。

⑤ その他、ご質問やご不明の点がありましたら、古谷まで遠慮なくお願いいたします。
　　　　　　　 Ｔ／Ｆ    042-463-7069
　　  　　　　　　　 メール  kenta.f@dream.com

武蔵小金井駅


